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       道内の特別支援学校の取組（聴覚障がい） 

「乳幼児相談室遠隔相談事業」 

北海道釧路鶴野支援学校 

教諭 金 岡 俊 英 

 
１ はじめに 

 本校は、平成26年３月31日に閉校となった釧路聾学校の機能を引き継ぎ、旧釧路西高校跡に 

「北海道釧路鶴野支援学校」として平成26年４月１日に開校しました。幼稚部・小学部・中学部か

らなる聴覚障がい教育部門と高等部からなる知的障がい教育部門の二つの教育部門を持つ道内唯一

の特別支援学校です。「全力」、「前進」、「笑顔」の校訓の下、幼稚部３名、小学部４名、中学

部７名、高等部114名が同じ校舎で学んでいます。 

 聴覚障がい教育部門は、釧路管内と根室管内、そしてオ

ホーツク管内の一部地域が校区域となります。本校の広域

な校区域の状況を踏まえ、乳幼児相談室を利用する乳幼児

や保護者の長距離の移動による負担を軽減するために、

「乳幼児相談室遠隔相談事業」を行っています。 

 ここでは、乳幼児相談室遠隔相談事業について紹介し 

ます。 

 

２ 乳幼児相談室遠隔相談事業の内容 

 本校の乳幼児相談室は、昭和62年に道の保健医療、福

祉、教育を担当する部局が連携し、「北海道聴覚障害乳幼

児療育事業」として制度化したことから始まり、０歳から

２歳までの聴覚障がいのある乳幼児の教育相談を行ってい

ます。しかし、聾学校では、それ以前の昭和43年にはすで

に「母子教室」という名の下、現在と同様に０歳から２歳

の乳幼児と保護者を対象とした、早期療育を行っていま 

した。 

 乳幼児相談室には次の３つの目標があります。 

 

 また、目標を達成するために主に３つの活動を行ってい

ます。 

 

 個別支援の様子 

 グループ活動の様子 

 保護者教室の様子① 

・学校と家庭、関係機関が連携し、安定した親子関係

を育み、乳幼児の全体的な発達を促す支援を行う。 

・ことばの獲得の素地を作るなど、その特性に応じた

専門性に基づく支援を行う。 

・関係機関との連携を図り、早期発見・早期療育の啓

発に努める。 

ア 個別支援：週１回から月１回程度 

イ グループ活動：週１回程度、親子一緒 

ウ 保護者教室：年数回 

特集３ 
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 ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて校内のＩＣＴ環境

が整備されていく中で、整備された機器を、遠隔地から本

校の乳幼児相談室を利用する乳幼児と保護者のために活用

できないかと考え、令和３年度に「乳幼児相談室遠隔相談

事業」を企画・実施することとしました。 

 本事業は乳幼児相談室で行っている活動を遠隔（ウェブ

会議サービス）を使い、本校と校区域にある聴覚障がい児

が在籍する発達支援センター等の事業所を結び、生配信す

るものです。令和３年度から現在までに計５回（年２回ほ

ど）行っています。 

遠隔相談事業では保護者教室などを実施しており、講演

内容は「聴覚障がいについて」、「聴覚障がい者の生活について」、「我が子の成長から日々感じ

てきたこと」、「北海道釧路鶴野支援学校幼稚部教員が日々気を付けていること」、「障がいをも

つ姉を想って」です。聴覚障がいの当事者や聴覚障がい児を育てた保護者、障がい者の兄弟等多彩

な方々に講演していただきました。また、講演終了後には必ず交流会を開催しました。参加者数は、

多い時には３つの事業所が参加し、参加家族は15家族に上りました。 

 

３ まとめ 

 参加した保護者のアンケート結果から、遠隔相談事業に

ついて大変好評との声が寄せられました。ＩＣＴの双方向

性を活用し、講演で質疑に対し即座に返答することがで

き、遠隔地にいても顔の見える交流ができました。また、

過疎化が進み聴覚障がい者や聴覚障がい児が近くにいない

地域で子育てをする方からは、同じ境遇の保護者同士が互

いの顔を見ながら話をすることで、遠く離れていても身近

な存在に感じられたとの感想が寄せられました。 

 また、通学することができなくても乳幼児相談室で行わ

れている療育の一端を経験することにより、保護者が一人

で抱える苦しい気持ちや養育に係る不安感を軽減できたの

ではないかと感じています。 

 本事業の実施に当たっては、接続先となる事業所のＩＣＴ環境が整っていなかったり、療育事業

の枠組みの中では参加できなかったりするという課題もありました。現在は、講演型の保護者教室

の配信のみですが、今後は、各事業所が主体的に聴覚的支援を行うことができるよう、より実践的

な療育内容等についての配信ができるよう工夫していく必要があると考えています。 

 乳幼児相談室遠隔相談事業を通して、同じ聴覚障がい児を育てる保護者同士が不安や悩みを共有

し合う中で、子供の成長に喜びを感じ、子育てに自信を持つなど、前向きな気持ちを高める機会を、

学校と居住地との距離を超えて設けることができたことが何よりも大きな成果であると感じていま

す。これも乳幼児相談室における保護者支援の役割であり、今後もこの事業を続けていきたいと思

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 本校のWebページ

を御覧ください。 

 乳幼児相談室遠隔相談事業 

 保護者教室の様子② 
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北海道釧路鶴野支援学校 

住所 〒084-0924 釧路市鶴野58番92 

電話 0154-57-9011 


